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＜連絡事項＞
特記なし。

＜入室状況＞
・金田　清一様：12/13（水）18：55　東Cユニット4号室へ医療保護入院
・伊藤　誠　様：12/14（木）11：11　東Bユニット3号室へ任意入院

今後の予定
・熊谷庄太郎様：12/16（土）南病棟転出
・木村　トヨ様：12/20（水）南病棟転出
・岡部　貞子様：12/21（木）南病棟転出
・佐々木明子様：12/22（金）南病棟転出
・小林　辰夫様：空き次第
・水梨　石藏様：調整中
・小林　辰夫様：調整中　　　　　　　　　※担当Nsはサマリー作成お願いします。


＜患者様連絡事項＞
・橋本キヨエ様～主治医より点滴同内容により4日分処方・継続の指示。16：00主治医より家族へ
IC実施（詳細カルテ参照）。両手ミトン使用可の指示。

・水梨　石藏様～臨時薬 同内容により7日分処方あり。車椅子・安全ベルト使用可の指示。

・金田　清一様～主治医より持参薬（村田内科）内服継続の指示あり。アルダクトン残薬なし。
　　　当院切替えとなり5日分処方。

・赤石　陽介様～便秘傾向。本人希望によりGE施行。反応便あり。

・中川原佳宏様～12/17（日）面会キャンセル。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、脱衣・徘徊・他室侵入繰り返し自制困難な様子あり常時スタッフ見守り・介入必要。引き続き、   身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を　目指して いく。

・澤口　利香様～終日隔離中。日中臥床傾向。環境への不満・苛々感表出なく操作性も目立たない。
各食全量摂取出来ている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入に    より早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～著変なし。処方変更なし。

・佐々木理佳様～周囲の声が気になるとの事。臨時薬ラツーダ増量　他、同内容処方。「施設が　　　決まらない」「アパートを借りて生活したい」との希望あり家族と相談する　　ように説明受ける。

・岡部　貞子様～臨時薬メマンチン増量　他、同内容処方。状態安定しているため、もう1週間
様子みて問題なければ退院支援進めるよう指示あり。

・河津　繫吉様～著変なし。処方変更なし。主治医面談は土曜日のみ。日程再調整中。

・関　秀治　様～処方変更なし。退院支援進めるよう指示あり。本人より年末年始実家への外泊　　希望あり主治医より許可。家族様と相談するように説明受ける。

・河又　京子様～臨時薬メマンチン増量　他、同内容処方。退院支援進めるよう指示あり。
・佐々木明子様～著変なし。処方変更なし。退院支援進めるよう指示あり。

・水梨　孝純様～著変なし。

・郷呂久美子様～退院時薬（トリンテリックス・デエビゴ増量）26日分
不穏時、不眠時頓服薬それぞれ20回分　処方あり。

・廣瀬　智幸様～臨時薬レボトミン→ヒルナミンへ変更　他、同内容処方。

・下口　政子様～著変なし。処方変更なし。

＜皮膚科診察情報＞
・鈴木　和則様～顔面は軽快　体幹・四肢乾燥・発赤著明
フェキソフェナジン（60）2錠　2×朝・夕　7日分追加処方
デルモゾールDP軟膏50ｇ（体幹発赤部）
ヘパリン類似物質油性クリーム（四肢乾燥部）塗布の指示あり

・佐々木　保夫様～両踵黒色部剥離　上皮下進行
アズノール軟膏＋ガーゼ処置へ変更となる

・佐々木　明子様～右第一趾発赤・腫脹・落屑
ゲンタマイシン軟膏塗布の指示あり

※上記以外の患者様は同前処置の指示受ける

＜田名部Dr.診察情報＞
・長瀬　伸也様～内服やデポ剤・貼付剤の提案には裁判所や当院への不満を訴え聞き入れ困難。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方。

・鈴木　和則様～臨時薬ニトラゼパム(5)1T　6日分処方。

・蛯名　美奈様～ダイフェンは明日で飲みきり終了となる。来週の退院で調整していく。

・赤石　陽介様～呼吸苦聞かれるも、酸素飽和度は維持できている。経過観察となる。

・高橋　亮様～本人・家族より職場に出す診断書の作成希望あり主治医へ依頼している。

[bookmark: _GoBack]・田中　敬様～アルコール依存症治療プログラムの説明行うも、本人より拒否あり。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年12月14日　11：11
氏　　名：伊藤　誠（いとう　まこと）様
生年月日：昭和44年10月2日（54歳）
病　　名：統合失調症/知的障害
性　　別：男性
主 治 医：小栁Dr.　
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Bユニット
　
＜経過＞
単身生活。H11年12月不安・焦燥・抑うつ・関係念慮などにより湊病院入院歴1回あり。H13年5月には同症状の増強により自殺企図（腹・頸部を刃物で自傷）しており八戸市立市民病院救急　　外来受診。以後、同院精神科への通院を継続していた。R4年11月母の死去後、不安の増強により同院入院。R5年1月退院後は訪問看護・ヘルパー利用開始となるが、同年5月 不安に伴い過呼吸・手のしびれなどの症状出現。同院満床のため、当院入院加療歴2回あり。最終入院はR5年11月　　　28日～12月9日。退院後、不安・緊張・抑うつ感や意欲・自発性低下など精神症状再熱により　　　　社会・日常生活への支障がみられていた。
　今回 本人より専門治療および精神症状改善のため、入院加療の希望あり。上記経過より東病棟　Bユニットへ任意入院となる。
